
 

 

                                              

 

 

 

 

 

地域の歴史と伝承を探る（４） 古 市 小 学 校 炎 上  
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建設中の新校舎 

       学校沿革史に記録されている 事件と事後処理の状況 （丹南町史に採録） 

２０日 本校空前の大災害で、時局下人心騒乱、尊い資財消失の罪浅からず、痛恨の極みに絶えず、校長は進退伺書を提出。 

２１日 昨夜来の大降雪中、村内総出で灰かき、後片づけに従事。午前 10時から役場で対策緊急会議があり、校長が出席陳謝 

   警察署から満尾司法主任以下全署員が来村して原因調査が進められたが,怪火説、失火説紛々として確定しなかった。  

校内本部を本館西教室に置き、緊急措置を取る。高下県視学来校調査。初等科５年以上の児童登校。時局下の災害に 

いささかも屈することなく、ますます意気を壮にし、大事を忘れることなく努力するよう訓示する。降雪霏々。 

２２日 訪問客、見舞金寄付の人々が続き、大混乱を極める。校長は状況報告のために上県する。尼崎市から疎開児童の父兄 

    代表者、慰問に来校。 

２３日 各訓導が警察の取り調べを受け、児童もまた召喚を受けたが出火原因は判明せず。結局、保温用大火鉢の底からであ 

    ろうと推測された。 

２４日 連日連夜、不眠不休の各訓導、県員が一応帰宅。 

２５日 午前９時から村内役員会を開催。平屋２棟建築を決定する。 

２６日 積雪八寸余、酒井賢一訓導が教具借り入れのため、尼崎市へ宮本書記と共に出張。 

２７日 講堂の間仕切りにより授業を再開。 

８月１５日、戦争終結。 

２１年９月には篠山旧部隊の兵舎払い下げを受けて、村民の奉仕作業で運搬、校舎を再建した。工費 35 万円で梶原組が施工 
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男 女 計 世帯 古市幼・小学校 

933 1214  2147 941 小学生 106名 

-4 -7 -11 -3 幼稚園  24名 

 

古市地区の人口 3月末 

丹波栗（住山） 
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5 月の各部の活動予定 

健康福祉部 

 文化活動部 

◆会報印刷(156 号)   5 月 19 日(水) 13:30～  

◆会報仕分け・発行  事務室、市役所持ち込み 

事務局 

◆運営委員会    5 月 3 日（月）19:00～ 
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コロナ禍でしばらくの間仕方なく活動を休止していました

が、二度目の緊急事態宣言も何とか解除され、コロナ感染予

防対策に十分配慮したうえで再開することができました。 

例年よりも早く桜が咲きそろった３月２５日、３月のディ

サービスを開催いたしました。 

「久し振りやね～」 

「お元気そうでなにより」 

 声をかけ合いながら、マスクの下は笑顔いっぱいです。 

脳トレクイズや健康体操、お手玉を使ってキャッチゲーム、 

お楽しみビンゴゲームなど会場はなごやかな笑い声が広がり

ました。 ４月２２日 「ふるさとカルタ」を使って 

古市の歴史めぐり 

     ５月２７日  絵手紙体験会 

皆様のご参加をお待ちしております！！ 

申込み、お問合せ：古市コミセン 079-595-1085 

◆ふるいち夢カフェ 毎週水曜日   10:00～15:00 
           
◆お菓子作り教室 「シュークリーム」 

講師：宮本芙美子氏  5月 20 日（木）13:00～16:00 

           5月 27 日（木）13:00～16:00 
 
◆部会       5月 12 日（水） 

 

※健康講座、手芸講座については新型コロナウイルス 

 感染拡大防止の為、お休みします 

 

 

コミュニティ部 

◆いきいき塾   5月 7日 （金） 9:30～11:30 

（やすらぎ園）   5月 14日(金)  9:30～11:30 

         5月 21日（金） 9:30～11:30 

         5月 28日（金） 9:30～11:30 

 

◆ディサービス   5月 27日(木)  13:30～ 

 生活安全部 

◆花事業 

コロナ禍で人数制限しての入学式でしたが、 

子どもたちは期待に胸をふくらませて笑顔 

いっぱいでした！！ 

 


